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ＭＳ３１２-２８００６/７

フロントバンパーガーニッシュ
取付・取扱要領書

この度はＴＲＤエスティマ用フロントバンパーガーニッシュをお買い上げいただきありがとうございます。
本書には本商品の取付け・取扱いについての要領と注意事項を記載してあります。
取付け前に必ずお読みのうえ、正しい取付け・取扱いを実施してください。
なお、本書の取扱い上のご注意(ご使用になるお客様へ)は必ずお客様にお渡しください。

品番・適合車種

・最新の適合情報はTRDカタログサイトをご覧ください。http://www.trdparts.jp/

構成部品図

※確認・本商品が到着後、すぐに本体に破損がないこと、付属品が全てそろっていることを確認してください。

注意事項
・取り扱いには十分注意してください

構成部品

使用道具

この度は、本製品をお買上げ下さい
まして誠に有り難うございます。

・ドライバー
・スパナ
・トルクスレンチ

○○○○○

取付説明書

①

② ③

⑦

⑤④

型
紙

  本商品は未登録車への取付けはできません。必ず車両登録後に行ってください。

⑨⑧
ＰＡＣプライマー

K－５００

　　　

　　　　　　　　　　

引火性固体 危険等級Ⅲ

切り口 有効期限/ＬＯＴ Ｎｏ:枠外に記載

火気厳禁
湿分・水分厳禁

接着促進剤

内用物重量：3.5ｇ

３Ｍ

⑥

構成部品

②

①

№ 品　名 個数

1

フロントバンパーガーニッシュ 1

1タッピングスクリュー

1

1

備考

グリルモール

ＰＡＣプライマー

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

Ｊナット

６×２０

Ｋ－５００

黒 L＝６８０mm

1ゴムワッシャー 内径８mm、外形１６mm、ｔ＝２㎜

2 L＝４８０mmブラックアウトフィルム

1

1

型紙

⑨ 本書取付・取扱要領書（本書）

　　　 エスティマ　　'１６．０６～
  　 　　 マイナーチェンジ以降  

MS312-28006

品番 塗装色 備考

ﾌﾞﾗｯｸ　　　　　　          （209）

ｼﾙﾊﾞｰ　　　　　　          （1D2）MS312-28007
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　 ご使用になる前に必ずお読みいただき、正しいお取扱いをお願い申し上げます。

警告

注意

やってはいけないこと 必ずお守りいただきたいこと！

！

！

！

！
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購入後の改造は重大な事故や故障を招く危険性がありますので絶対に行わないで下さい。

本商品の近くに高温になるものや、裸火を近付けないでください。変形や火災などの原因になります。

安全にお使いいただくために

ここ記載されている事をお守りいただかないと、生命の危険または、重大な傷害に
つながる恐れがあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり減少させた
りするため必ずお読みください。

ここに記載されている事をお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損に
つながる恐れや、正しい性能を確保できない場合があります。

本商品は路面とのクリアランスが狭くなり、縁石などの段差やスロープ・悪路・不整地など路面との
干渉が起こりやすくなります。また積雪時にラッセルしたまま走行したり、凍結(着氷)状態で使用した
場合、破損する恐れがあります。あらかじめご了承ください。

本商品の装着によりガレージジャッキが指定の位置で使えなくなる場合があります。
あらかじめご了承ください。

！ フラップ式(跳ね上げ式)のコインパーキングなどにお車を駐車する際は、駐車場のフラップ板が製品に

干渉しないか十分に確認してください。部品が損傷する恐れがあります。

！ クルマの乗り降りや保管場所などで、製品に無理なチカラや荷重が掛からないように注意してください。

製品の剥がれや浮き・破損の原因になる場合があります。

！ 本商品を装着後に衝突や強い衝撃を受けた場合、取付け部位や本体に変形・破損・故障が生じる場合が

ありますので、直ちに使用を中止して、トヨタの販売店か自動車整備工場にて点検を受けてください。

■本商品は1年・20,000kmの保証を実施いたします。(1年または20,000km走行時点のいずれか早い方まで）

  保証の詳細はＴＲＤﾊﾟｰﾂｶﾀﾛｸﾞｻｲﾄ<http://www.trdparts.jp/>「保証について」をご覧ください。

■不具合が発生した場合は、お買い上げいただいた販売店へ至急ご連絡をお願いいたします。

■走行や取扱いにより発生した外的要因(*1)が原因の製品不具合や、それにより車両本体等への損傷が

  発生した場合のクレームには応じかねます。

(*1) 飛石・塩害・酸性雨・鉄粉・鳥糞・煤煙・降灰・薬品等の飛沫・もらい錆・事故

     及び、台風・水害・高潮・地震・噴火等の天災による事故

お客様用取扱説明書



！

！

 やってはいけないこと 

 
 

 

アドバイス

注意

警告

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

！

作業を行う前に必ずお読みになり、安全で確実な取付け作業を行ってください。
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警告

注意

！

！
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取付上のご注意（取付作業者の方へ）

この内容に従わず、誤った取付け・取扱いを行うと生命の危険または、
重大な傷害等を負う可能性がある内容について記載しています。

注意事項を守らないで、誤った取付け・取扱いを行うと事故につながったり、
ケガをしたり、車両を損傷する等の恐れがある事を記載しています。

スピーディに作業していただく上で知っておいていただきたいことを
記載しています。

必ず行なっていただくこと

本商品への改造・加工、及び適合車種以外への装着は、重大な事故や故障を招く恐れがありますので
絶対に行わないでください。

本商品の取付け・交換は、該当車両の修理書(トヨタ自動車㈱発行)に従い、本書の注意事項をまもり
作業を行ってください。

取付け作業は規定トルクに従って、確実に締付けてください。締め付けが足らないと脱落などにより
重大な事故や故障を招く恐れがあります。

本商品を取付け前に、本体・構成部品がすべて揃っていること、損傷や不具合が無いことを確認して
ください。取付け後に発覚した損傷や不具合のクレームには、対応できない場合があります。

本商品の取付けは、キズ付き防止のため保護シートの上で取扱いを行ない、同時に取付け部位を保護材にて
養生をした上で作業を行ってください。取付け作業時のキズ付きや破損に十分に注意してください。

脱脂作業について（別添の脱脂作業要領も参考にしてください。）

脱脂作業を行う際は、清潔なウエスを使用して、ホワイトガソリン、イソプロピルアルコール(ＩＰＡ)
または「(株)タクティー取扱いのシリコンオフ」を使用して確実な脱脂を行ってください。
指定以外のシリコンオフは使用しないでください。

脱脂作業にボディーコーティング等の下地処理剤や、パーツクリーナー、ブレーキクリーナーなどの溶剤は
絶対に使用しないでください。正しく脱脂が出来ず浮き、剥がれの原因となります。

両面テープについて
脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれます。

両面テープは一度貼り付けてから剥がしますと、接着力は低下しますので再貼り付けはできません。

本商品の両面テープは、環境温度が２０℃以下の低温時には接着能力が著しく低下します。
温度が足らないと両面テープが剥がれます。

両面テープの圧着は４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上(車両が軽く揺れる程度)で確実に行ってください。
圧着が足らないと両面テープが剥がれます。

本商品の取付け後２４時間は、洗車や水(水拭きを含む)・雨などが、かからないようにしてください。
装着後の注意事項を守らなかった場合、製品の浮き、剥がれの原因となります。

未塗装品の塗装作業について

本商品は塗装前に下地処理が必要です、必ずサフェーサー塗装から始めてください。

本商品に塗装をする際は、両面テープを全面マスキングしてください。

乾燥させる際は製品の変形の無いよう固定してください。又、乾燥温度が高いと変形やひび割れを
起こしますので７０℃以下で乾燥させてください。

取付けが終わったら
取付け後、本商品と車両との干渉が無いことを確認してください。

作業にバッテリーのマイナス端子を外した場合は、作業終了後にシステム設定・確認を行ってください。



目次 
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３．取付け・取扱いご注意(作業者の方へ)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
４．目次、取付けに必要な工具・保護具・消耗品、取付け要領・・・・・・・・・・・４
５．取付け要領・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４～１０
６．取付け後の確認・点検・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

取付けに必要な工具・保護具・消耗品
・加工用工具（ハサミ、カッター等）

・保護メガネ・軍手・保護シート・保護テープ・マスキングテープ

・ホワイトガソリン又はイソプロピルアルコール（ＩＰＡ）・清潔なウエス

■

■
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■取付け要領

■取付構成図

図1
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□取付準備
※本取付・取扱要領書は、主にＬＨを示して
　おります、ＲＨも同様に行ってください。

フロントバンパー

 1.図１の拡大図、断面図を参考に、ヘッドラ
イトの形状に沿って、フロントバンパーに
ペン等でマーキングする。(左右各１箇所)

Ａ部上面視

Ｂ-Ｂ

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

Ａ

フロントバンパー

フロントバンパー

ヘッドライト

※ヘッドライト角部も
　　マーキングする

マーキング範囲

マーキング位置
Ｂ

Ｂ

ヘッドライト

ヘッドライト最前端
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図2

図3

図5

図4

2.車両修理書に従い、車両からフロントバン
パーを取り外す。

3.車両修理書に従い、フロントバンパーから
アッパーグリルを取り外す。

注意：取外した車両ボルトとクリップは、
　　　再使用しますので、無くさない様
　　　に必ず保管してください。

！

！ 注意：フロントバンパー取り外し後の
　　　加工作業は作業台等の安定した場
　　　所で行い、部品の落下やキズ付き
　　　に十分注意してください。取り外す

フロントバンパー

フロントバンパー

アッパーグリル

取り外す

バンパー内面視

フロントバンパー

マーキング位置

バンパー上面視

 4.図４のように、ブラックアウトフィルム⑤
の端末をそれぞれ切りとる。
　　　　　　　　　 　  (Ｒ/Ｌ各１箇所)

 5.作業１でマーキングした形状に、作業４でカットしたブックアウトフィルム⑤を端末形状を合わせ、
マーキング位置に沿って貼付ける。                                          (Ｒ/Ｌ各１箇所)

ブラックアウト
   フィルム⑤

ブラックアウトフィルム⑤

ブラックアウト
   フィルム⑤

ＬＨ用カットライン

端末から9ｍｍ

頂点狙い

ＲＨ用カットライン

端末から9ｍｍ

頂点狙い

アドバイス：ブラックアウトフィルム⑤
　　　　　　は２枚同梱されています。
　　　　　　ＲＨ用、ＬＨ用として１枚
　　　　　　ずつ使用します。

形状に沿わせて
       貼付ける

Ｂ

Ｂ

形状に沿わせて
貼付ける

Ｂ-Ｂ
フロントバンパー

マーキング位置

ブラックアウトフィルム⑤

拡大図

端末形状を
   合わせる
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図6

フロントバンパー
 6.図６のように、フロントバンパーのＣ部下
面形状に合わせて型紙⑧を貼り付ける。
　　　　　　　　　　　　　　　(１箇所)Ｃ

型紙⑧フロントバンパー バンパー形状合わせ

フロントバンパー正面（下面視）

Ｊナット②取付け部断面

型紙⑧Ｊナット②フロントバンパー

型紙の位置だしラインに合わせる

図7

図8

7.車両修理書に従い、フロントバンパーへ
アッパーグリルを復元する。

8.図８のようにフロントバンパーの内側から
型紙⑧の位置出しラインを参考にＪナット
②をアッパーグリルに差し込む。(１箇所)

 9.Ｊナット②取り付け後、型紙⑧を剥がす。
　　　　　　　　　　　　　　 (１箇所)

バンパー内面視

バンパー内面視

アッパーグリル

復元する

フロントバンパー

Ｊナット②

フロントバンパー
アッパーグリル

注意：Jナット②の差込む向きに注意し
　　　て下さい。逆に取付けるとタッピ
　　　ングスクリュー③が取付かなくな
　　　ります。

！

型紙⑧

フロント
  バンパー

Ｊナット②

アッパーグリル

※Ｊナット折れ形状が
　上向きになるように
　差し込む

Ｃ部下面視
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図9

222‐0002 〒 横浜市港北区師岡町 TEL (045）540‐2121  FAX (045) 540‐2122800 

図11 13.図11のようにアッパーグリルに、グリルモ
ール⑥の離型紙を剥がしながら、アッパー
グリル形状に突き当てながら貼付け確実に
圧着する｡｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝

Ｅ

Ｅ

フロントバンパー

Ｄ

Ｄ

グリルモール⑥
　　　貼り付け範囲

アッパーグリル

アッパーグリル
アッパーグリル

エンブレム

グリルモール⑥
グリルモール⑥

突き当てる
突き当てる

グリルモール⑥ グリルモール⑥

10.車両修理書に従い、フロントバンパーを車          
 両に復元する。�

復元する フロントバンパー

図10 11.図10の断面図を参考にグリルモール⑥貼付     
 け部のプライマー塗布範囲にマスキングを                  
 行う。

12.図10の断面図を参考にプライマー塗布範囲  
　 に、ＰＡＣプライマー⑦を塗布する。
　 プライマー乾燥後、マスキングを剥がす。

Ｅ

Ｅ

フロントバンパー

Ｄ

Ｄ

グリルモール⑥
　　　貼り付け範囲

アッパーグリル

Ｄ-ＤＥ-Ｅ

Ｄ-Ｄ

脱脂・
プライマー
塗布範囲
(端末から6ｍｍ)

マスキング
       範囲

マスキング範囲

アッパー
    グリル

Ｅ-Ｅ

脱脂・
プライマー
塗布範囲
(端末から6ｍｍ)

マスキング範囲

マスキング
      範囲

アッパーグリル

注意：ＰＡＣプライマーは塗装面を変色
　　　させますので、貼付範囲以外には
　　　み出さないよう注意してください。

！

注意：フードロック部のアッパーカバー
   は、この時点では復元しないでく
   ださい。

！

貼付けＯＫ状態 貼付けＮＧ状態

グリルモール⑥の貼付けは下記作業内容に従い、正しい位置に貼付けを行ってください。

誤った位置に貼付けた場合、法規に抵触します。
警告：！

モールは長めに設定されてい
るので､長さを合わせてハサミ
等で切り落としてください｡

アドバイス:

プライマー塗布部
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図14

図13

図15

16.図14のようにフロントバンパーガーニッシ
ュ①の離型紙を中央から外側に約３０mm剥
がし、マスキングテープ等で表側に貼付け
る。  　　　　　　　　　(左右各４箇所）

図12 14.図12のようにフロントバンパーガーニッシ
ュ①の穴部にゴムワッシャー④を貼付ける。 
　　　　 　　　　　　　　    　(１箇所）

離型紙

マスキングテープ

離型紙 フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

ゴムワッシャー④

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

Ｆ-Ｆ

 1.図15のようにフロントバンパーにフロント
 　バンパーガーニッシュ①をタッピングスク
　 リュー③を使用してアッパーグリルに仮固
　 定する。　　　　　　　　　　 （１箇所）

□取付要領

フロントバンパー

フロントバンパー

Ｆ

Ｆ

フロントバンパー

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

Ｊナット②

ゴムワッシャー④

タッピングスクリュー③

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①穴部

アドバイス:取付けの際は作業場所と製品
           ・車両の表面温度が２０℃以
           下にならない環境で作業して
           ください。温度が低い時は製
           品と車両の表面温度が２０℃
           以上になるように温めながら
           取付け作業を行ってください。

アドバイス:脱脂作業を行う際は、換気に
           注意して、火気を近づけない
           よう注意してください。

アドバイス:脱脂作業要領書(別紙)を参照
　　　　　 してください。

15.図13のようにフロントバンパーのフロント
　 バンパーガーニッシュ①取付け部の汚れを
　 取除き、脱脂する。

脱脂
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 2.図16のようにフロントバンパーガーニッシュ①上面側（Ｇ－Ｇ）をグリルエンブレム部に突き当て、拡大
図を参考にセンター部の左右にズレが無いを確認する。

 3.フロントバンパーガーニッシュ①の端部とヘッドランプのクリアランス（Ｈ－Ｈ）が１mmになる様に確認
する。

 4.上記の位置・スキ・クリアランスを保持して、番号順に離型紙を剥がしながら貼付け、確実に圧着する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛４９Ｎ（５ｋｇｆ）以上｝

図16

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

フロントバンパー

拡大図

Ｇ
Ｇ-Ｇ

Ｈ-Ｈ

フロントバンパー

フロントバンパー

エンブレム

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ①

１２ ５３４６

８

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

７

ヘッドライト

１ｍｍクリアランス狙い

！ 注意：両面テープの接着力最大限に発揮させる為、貼付け作業前に両面テープ部及び車両の貼付け部を
      ドライヤー等で約４０℃程度に暖めてください。

！ 注意：両面テープの離型紙を指示した順に剥がさなかった場合、隙が発生する恐れがあります。

注意：両面テープ接着後２４時間以内は洗車しないでください。！

警告：両面テープは十分に圧着して下さい。圧着が不十分な場合は、浮き剥れの発生する恐れがありま
      す。
！

突き当て

左右ズレ無きこと

アドバイス:両面テープの接着力は安定するまでに３～５時間程度必要です。製品の取付け後は、最短
           ３時間程度、強い振動や風圧(車両の移動を含む)が、かからないようにオープンタイム(静
           止時間)をお取りください。



 №1605-T1407001 10/10

222‐0002 〒 横浜市港北区師岡町 TEL (045）540‐2121  FAX (045) 540‐2122800 

図17

フロントバンパー
 　　ガーニッシュ① フロントバンパー

    ■取付完了後の点検・注意事項
１．フロントバンパーガーニッシュ、及びフロントバンパーが車両に確実に取付けられていることを
　　確認する。
２．フロントバンパーガーニッシュ及び車両部品に傷を付けていないか点検する。
３．製品全周に渡り、浮き、剥がれの無いことを確認する。

本締め

 5.図17のように仮締めしておいたタッピング
　 スクリュ-③を本締めする｡      (１箇所)

 6.車両修理書に従い、フードロック部のアッ
　 パーカバーを復元する。

アドバイス:オーバートルクでの締付け
           は、タッピングスクリュー
　　　　　・Ｊナットが破損する恐れが
　　　　　あります。




